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一
日
目
全
体
会

　

四
年
ぶ
り
と
な
る
二
〇
二
三
年
コ
ス

モ
ス
全
国
大
会
は
、
今
年
高
野
公
彦
氏

よ
り
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
新
編
集
人
、

小
島
ゆ
か
り
氏
の
挨
拶
で
開
幕
し
た
。

長
い
コ
ロ
ナ
禍
、
猛
暑
な
ど
困
難
の
な

か
、
み
な
さ
ん
よ
く
ぞ
生
き
延
び
て
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
と
に
こ
や
か
に

述
べ
ら
れ
、
く
つ
ろ
い
で
過
ご
し
て
ほ

し
い
が
、
旧
交
を
温
め
る
時
は
ど
う
ぞ

慎
重
に
、
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
塔
短
歌
会
選
者
で
あ
り
、
現

代
歌
人
協
会
初
め
て
の
女
性
理
事
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
歌
人
、
栗
木
京

子
氏
の
講
演
に
移
っ
た
。

　

演
題
は
「
現
代
を
映
し
出
す
歌
」。

　

長
い
コ
ロ
ナ
禍
は
全
世
界
の
人
々
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
出
来
事
を
詠

う
場
合
、
出
来
事
を
述
べ
る
だ
け
で
な

く
、
歌
人
と
し
て
の
レ
ス
ポ
ン
ス
を
詠

い
込
み
た
い
、
と
述
べ
ら
れ
、
現
代
歌

人
協
会
編
の
二
冊
の
「
コ
ロ
ナ
禍
歌

集
」
と
新
聞
歌
壇
か
ら
歌
を
ひ
い
て
、

軽
妙
な
が
ら
鋭
い
切
り
口
で
講
じ
ら
れ
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
三
年
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
授
賞
式
が
行
わ
れ
、

コ
ス
モ
ス
賞
、
О
先
生
賞
、
桐
の
花
賞
、

純
黄
賞
、
評
論
賞
、
随
筆
賞
の
各
受
賞

者
に
、
前
編
集
人
高
野
公
彦
氏
よ
り
賞

が
授
与
さ
れ
た
。

　

大
会
場
か
ら
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
５
つ
の

　
　

 

大
会
日
程

第
一
日　

10
月
8
日
（
土
）

　

11
時
30
分
〜
12
時
20
分　

受
付

　

12
時
30
分
〜
12
時
40
分　

開
会
挨
拶  

小
島
ゆ
か
り

　

12
時
40
分
〜
13
時
50
分　

講
演　

栗
木
京
子
氏 

「
現
代
を
映
し
出
す
歌
」

　

14
時
00
分
〜
14
時
20
分　

各
賞
表
彰（
二
〇
二
〇
年
〜
二
〇
二
三
年
分
）

　

14
時
40
分
〜
16
時
30
分　

歌
会
Ⅰ

　
〈
Ａ
〉
助
言
者
：
小
島
な
お
・
高
野
・
福
士
・
松
尾 

司
会
：
前
中

　
〈
Ｂ
〉
助
言
者
：
大
松
・
狩
野
・
橘
・
田
中
・
藤
野 

司
会
：
森
田

　
〈
Ｃ
〉
助
言
者
：
小
田
部
・
風
間
・
小
島
ゆ
か
り
・
津
金 

司
会
：
豊
島

　
〈
Ｄ
〉
助
言
者
：
奥
村
・
影
山
・
木
畑
・
鈴
木
竹
志
・
水
上 

司
会
：
米
田

　
〈
Ｅ
〉
助
言
者
：
大
野
・
桑
原
・
鈴
木
千
登
世
・
田
宮 

司
会
：
四
野
宮

　

16
時
30
分
〜
18
時
30
分　

題
詠
制
作
（
「
窓
」
と
「
人
名
」
の
あ
る
歌
）

　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分　

懇
親
会

第
二
日　

9
月
23
日
（
日
）

　

9
時
30
分
〜
11
時
40
分　

歌
会
Ⅱ

　

11
時
50
分
〜
12
時
20
分　

総
評
・
表
彰

　

12
時
30
分
〜
14
時
30
分　

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

［
参
加
者
名
簿
］︿
北
海
道
﹀
伊
藤
て
い
子
・
稲
場
洋
子
・
斎
藤
嶺
也
・
新
保
弥
代
枝
・

高
橋
妙
子
・
浜
野
昌
子
・
瓢
子
朝
子
︿
青
森
﹀
福
士
り
か
︿
岩
手
﹀
工
藤
玲
音
・
千
葉

喜
恵
・
吉
田
史
子
︿
茨
城
﹀
伊
藤
祐
楓
・
渡
辺
南
央
子
︿
埼
玉
﹀
田
中
愛
子
・
丹
波
真

人
・
中
津
川
勒
坐
・
宮
内
博
子
・
村
田
淳
子
︿
千
葉
﹀
伊
沢
玲
・
大
西
淳
子
・
尾
崎
潤

子
・
影
山
一
男
・
風
間
博
夫
・
黒
岡
美
江
子
・
小
栂
礼
子
・
高
野
公
彦
・
豊
島
秀
範
・

二
〇
二
三
年
コ
ス
モ
ス
全
国
大
会
の
記�

東
京
／
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
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グ
ル
ー
プ
に
分
散
し
、
約
二
時
間
楽
し

く
歌
会
を
行
っ
た
の
ち
、
「
お
題
」
で

一
首
実
作
す
る
た
め
に
、
各
自
一
時
間

ほ
ど
呻
吟
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
は
、
伊
那
谷

ト
リ
オ
の
華
麗
な
チ
ア
ダ
ン
ス
に
は
じ

ま
っ
た
。
勢
い
づ
い
た
参
加
者
は
大
い

に
飲
み
、
食
べ
、
笑
い
、
歌
友
と
の
再

会
を
喜
ん
だ
。 
（
坪
井
真
里
）

A
グ
ル
ー
プ
歌
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
報
告

　

栗
木
京
子
氏
に
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
前
中
映
氏
の
司

会
で
、
二
十
代
か
ら
九
十
代
ま
で
活
発

に
意
見
交
換
し
た
。
一
首
に
つ
き
二
名

の
評
者
と
選
者
が
評
を
述
べ
た
が
、
多

様
な
評
が
飛
び
交
い
、
濃
密
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

・ 

ひ
と
つ
落
ち
ひ
と
つ
膨
ら
む
沙
羅
の

花　

雲
流
れ
ゆ
き
涅
槃
の
ひ
か
り

　

観
察
が
行
き
届
き
無
常
観
が
表
さ
れ

て
い
る
、
と
い
う
評
の
一
方
、
福
士
り

か
氏
よ
り
「
魅
力
的
な
歌
だ
が
、
体
言

止
め
の
場
合
、
読
み
手
は
動
詞
を
補
っ

て
読
む
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
避
け
る

か
そ
の
動
詞
を
入
れ
て
作
る
の
が
良

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

・ 

こ
の
家
に
鋏
は
み
っ
つ
そ
の
う
ち
の

ふ
た
つ
は
わ
た
し
が
失
く
し
て
も
い

い

　
「
滞
空
時
間
の
長
い
、
魅
力
的
な

歌
」
「
鋏
の
も
つ
攻
撃
性
も
感
じ
る
」

と
あ
っ
た
一
方
、
「
最
近
暮
ら
し
始
め

た
夫
婦
の
ち
ょ
っ
と
し
た
緊
張
感
が
よ

く
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
丁
寧
な
評
を

述
べ
る
人
が
い
て
、
い
い
読
み
手
が
歌

を
生
か
す
の
だ
な
あ
と
納
得
し
た
。

　

高
野
公
彦
氏
は
「
ひ
ら
が
な
が
多
く

音
楽
性
が
あ
り
、
ド
ラ
マ
も
あ
る
。
歌

の
音
楽
性
は
大
事
」
と
述
べ
、
ま
た
推

敲
も
大
切
で
最
低
三
日
間
、
と
繰
り
返

さ
れ
た
。 

（
坪
井
真
里
）

長
谷
川
純
子
・
藤
野
宏
子
・
役
重
隆
子
︿
神
奈
川
﹀
鮎
沢
永
二
・
石
原
佳
子
・
井
鍋
幸

子
・
加
藤
久
子
・
河
北
笑
子
・
鈴
木
久
美
子
・
高
橋
美
羽
子
・
谷
真
樹
・
津
金
規
雄
・

土
屋
美
代
子
・
人
見
江
一
・
福
島
健
太
郎
・
前
田
明
・
松
村
千
津
子
︿
東
京
﹀
荒
川
ゆ

み
子
・
池
田
恭
子
・
石
川
る
み
子
・
岩
本
豊
子
・
大
松
達
知
・
奥
村
晃
作
・
勝
木
尚

子
・
狩
野
一
男
・
河
地
伯
子
・
桑
原
正
紀
・
小
島
な
お
・
小
島
ゆ
か
り
・
小
林
登
喜

恵
・
四
野
宮
和
之
・
柴
田
佳
美
・
関
矢
展
子
・
坪
井
真
里
・
中
村
敬
子
・
能
勢
玉
枝
・

藤
田
邦
彦
・
本
土
和
子
・
前
中
映
・
松
尾
祥
子
・
水
上
比
呂
美
・
宮
梓
一
・
森
田
卓

子
・
矢
沢
靖
江
︿
新
潟
﹀
黒
石
孝
・
佐
藤
彩
湖
・
佐
藤
多
佳
子
・
橘
芳
圀
・
田
宮
朋
子
・

山
下
佐
保
︿
富
山
﹀
中
川
暁
子
・
西
嶋
圭
子
・
西
村
好
美
︿
福
井
﹀
内
藤
丈
子
︿
長
野
﹀

有
栖
透
・
今
村
日
出
子
・
木
内
賢
隆
・
斉
藤
淳
子
・
野
村
房
子
・
洞
田
哲
子
・
三
浦
陽

子
・
山
田
宗
夫
︿
静
岡
﹀
梅
沢
佳
子
・
小
田
部
雅
子
・
白
川
ユ
ウ
コ
・
榛
葉
貞
代
・
杉

本
な
お
︿
愛
知
﹀
柴
田
有
里
・
鈴
木
竹
志
︿
三
重
﹀
森
田
治
生
︿
京
都
﹀
岡
田
美
子
・

木
畑
紀
子
︿
大
阪
﹀
田
中
泉
︿
兵
庫
﹀
中
村
京
・
藤
岡
成
子
・
三
沢
左
右
︿
奈
良
﹀
川

村
秀
子
・
米
田
靖
子
︿
鳥
取
﹀
石
田
信
夫
︿
広
島
﹀
菊
山
正
史
・
久
保
田
智
栄
子
︿
山

口
﹀
鈴
木
千
登
世
・
百
留
な
な
み
︿
福
岡
﹀
有
川
知
津
子
・
大
野
英
子
・
福
田
春
子
・

藤
野
早
苗
・
永
田
恵
美
・
中
村
仁
彦
︿
長
崎
﹀
立
石
千
代
女
・
安
田
博
行
︿
鹿
児
島
﹀

丸
山
克
介
（
以
上
百
十
九
名
）

大
会
詠
草
（
1
）
選
者
選
（
五
選
者
共
選
）

　
　
（
小
田
部
・
橘
・
田
宮
・
福
士
・
藤
野
選
） 

永
田
恵
美

下
手
く
そ
な
運
針
み
た
い
に
過
ぎ
た
日
々
だ
け
ど
自
分
で
縫
つ
て
き
た
日
々

　
　
（
小
田
部
・
木
畑
・
清
水
・
鈴
木
千
・
津
金
選
） 

前
中　

映

こ
の
街
に
こ
の
夜
を
生
き
る
も
の
と
し
て
大
き
鼠
と
吾
と
す
れ
ち
が
ふ

　
　
（
風
間
・
桑
原
・
津
金
・
藤
野
・
松
尾
選
） 

森
田
治
生

天
ぷ
ら
を
か
ら
つ
と
揚
げ
る
人
で
す
と
現
在
形
で
言
へ
る
し
あ
は
せ

　
　
（
影
山
・
狩
野
・
鈴
木
千
・
田
中
・
松
尾
選
）  

小
島
ゆ
か
り 

せ
ん
せ
ん
と
蟬
の
声
降
り　

落
蟬
は
死
後
は
じ
め
て
の
あ
さ
か
ぜ
の
な
か
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B
グ
ル
ー
プ
歌
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
報
告

　

待
ち
に
待
っ
た
大
会
が
四
年
ぶ
り
に

　

開
催
さ
れ
た
。
意
見
の
多
く
出
た
歌

を
あ
げ
る
。

・ 

わ
が
打
ち
し
蕎
麦
の
そ
ば
湯
を
つ
か

ひ
た
る
妻
の
ゼ
リ
ー
が
夏
を
冷
や
せ

り

　

リ
ズ
ム
が
い
い
。
そ
ば
湯
の
ゼ
リ
ー

　

と
い
う
当
た
り
前
で
な
い
内
容
や
表

現
に
親
身
が
感
じ
ら
れ
る
等
、
好
評
価

が
多
か
っ
た
。

・ 

絵
は
が
き
を
立
て
か
け
る
と
き
〈
Ｐ

Ｍ
〉
と
あ
る
さ
さ
や
か
な
サ
イ
ン
に

気
づ
く

　

謎
に
満
ち
た
〈
Ｐ
Ｍ
〉
色
々
な
意
見

が
出
た
。
作
者
に
よ
っ
て
ピ
ー
ト
・
モ

ン
ド
リ
ア
ン
と
最
後
に
判
明
。

・  

手
話
か
は
す
老
い
し
ふ
た
り
の
目
と

指
に
溢
れ
て
ゐ
ま
す
信
頼
の
文
字

　

評
者
か
ら
、
観
察
者
の
歌
は
作
ら
な

い
。
「
老
い
し
」
は
「
老
い
た
る
」
に
。

障
碍
者
の
歌
は
詠
ま
な
い
方
が
い
い
と

高
野
先
生
の
教
え
も
加
え
ら
れ
た
。

・ 

ふ
る
さ
と
の
風
澄
む
谷
の
川
を
き
て

山
の
か
け
ら
を
ひ
と
つ
拾
い
ぬ

　
「
風
澄
む
」
が
好
評
。
「
山
の
か
け

ら
」
は
「
石
」
で
も
「
松
ぼ
っ
く
り
」

で
も
。
つ
き
つ
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

い
い
と
の
評
あ
り
。

・ 

あ
お
ぞ
ら
に
入
道
雲
わ
き
蟬
な
き
て

夾
竹
桃
さ
く
夏
に
だ
か
れ
ぬ

　

は
じ
め
下
句
は
性
愛
の
歌
か
と
思
っ

た
と
い
う
評
が
出
て
盛
り
上
が
っ
た
。

そ
の
方
が
楽
し
い
と
の
意
見
も
。
上
句

は
盛
り
込
み
す
ぎ
て
重
複
し
て
い
る
と

の
評
も
あ
っ
た
。 

（
村
田
淳
子
）

C
グ
ル
ー
プ
歌
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
報
告

　

一
首
に
付
き
評
者
は
席
順
で
二
名
、

選
者
一
名
、
最
後
に
小
島
ゆ
か
り
氏
の

講
評
で
行
う
。

　

前
半
か
ら
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。
一
首
の
感
動
は
ど
こ
か
、
具
体
や

大�

会
詠
草
（
2
）
全
体
互
選
高
点
歌
（
既
出
の
作
品
は
作
者
名
の
み
記
す
。
以
下

同
様
。）
＊
会
場
で
の
表
彰
は
選
者
作
品
を
抜
い
た
順
で
行
っ
た
。
こ
こ
に
記
す
の
は
そ
の
対

象
者
。

（
一
位
）
永
田
恵
美
（
二
位
）
森
田
治
生
（
三
位
）
前
中
映

（
四
位
）
中
村
敬
子
（
五
位
）
四
野
宮
和
之
・
宮
内
博
子

（
七
位
）
谷
真
樹
・
藤
岡
成
子
・
森
田
卓
子

 

中
村
敬
子

散
歩
す
る
朝あ
し
たの
足
は
よ
ろ
こ
び
て
休
み
休
み
に
空
の
裾
ふ
む

 

四
野
宮
和
之

冷
え
す
ぎ
ず
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
し
た
遠
き
日
の
井
戸
に
丸
ご
と
浮
か
べ
た
西
瓜

 

宮
内
博
子

誰
よ
り
も
背
す
ぢ
を
の
ば
し
ゆ
つ
た
り
と
電
車
を
待
て
り
白
杖
の
人

 

谷　

真
樹

老
人
の
弾
く
「
月
光
」
が
吹
き
抜
け
に
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
街
な
か
ピ
ア
ノ

 

藤
岡
成
子

手
話
か
は
す
老
い
し
ふ
た
り
の
目
と
指
に
溢
れ
て
ゐ
ま
す
信
頼
の
文
字

 

森
田
卓
子

雲
海
を
飛
び
交
ふ
二
羽
の
岩
つ
ば
め
「
と
び
ま
せ
ん
か
」
と
私
を
さ
そ
ふ

大
会
詠
草
（
3
）
グ
ル
ー
プ
高
点
歌

〈
Ａ
〉（
一
位
）
永
田
恵
美
・
前
中
映
（
三
位
）
谷
真
樹

〈
Ｂ
〉（
一
位
）
森
田
治
生
（
二
位
）
藤
岡
成
子
（
三
位
）
岩
本
豊
子

 

岩
本
豊
子

ふ
る
さ
と
の
風
澄
む
谷
の
川
を
き
て
山
の
か
け
ら
を
ひ
と
つ
拾
い
ぬ

〈
Ｃ
〉（
一
位
）
佐
藤
彩
湖
（
二
位
）
榛
葉
貞
代
・
尾
崎
潤
子

 

佐
藤
彩
湖

待
合
室
の
話
題
は
今
朝
の
「
大
谷
さ
ん
」
楽
し
そ
う
な
り
母
の
通
院

 

榛
葉
貞
代
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季
節
感
が
欲
し
い
、
な
ど
で
あ
る
。

・ 
国
籍
を
与
へ
ら
れ
ず
に
眠
る
子
よ
小

さ
き
団
扇
を
祈
り
手
に
し
て

　

結
句
の
解
釈
に
迷
う
と
い
う
評
が
あ

っ
た
。
歌
意
も
一
首
で
解
る
の
は
難
し

と
。
し
か
し
、
そ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
と
い
う
評
も
あ
っ
た
。

・ 

青
虫
が
蝶
に
な
る
の
は
解
せ
ぬ
ら
し

さ
れ
ど
子
の
好
き
な
「
は
ら
け
ぽ

0

0

あ

お
む
し
」

　

助
言
者
か
ら
の
指
摘
。
こ
の
歌
は
口

語
と
文
語
の
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
ミ
ッ

ク
ス
は
一
首
に
効
い
て
い
る
か
が
大
事

な
事
。
よ
っ
て
口
語
に
統
一
し
て
「
解

せ
ぬ
ら
し
さ
れ
ど
」
を
「
わ
か
ら
な
い

け
れ
ど
」
に
す
る
と
良
い
と
あ
っ
た
。

・ 

ト
ル
ド
ー
氏
〈
じ
っ
く
り
見
た
い
〉

と
資
料
館
を
た
だ
ひ
と
り
に
て
再
び

訪
ひ
ぬ

　

助
言
者
か
ら
の
指
摘
。
こ
の
歌
に
は

弱
い
部
分
と
良
い
部
分
が
あ
る
。
前
者

は
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

後
者
は
「
た
だ
ひ
と
り
」
で
あ
る
。
三

句
と
四
句
を
倒
置
し
て
「
た
だ
ひ
と
り

原
爆
資
料
館
を
」
と
助
言
を
得
た
。

　

全
て
の
歌
に
小
島
ゆ
か
り
氏
の
講
評

を
頂
け
た
。 

（
能
勢
玉
枝
）

D
グ
ル
ー
プ
歌
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
報
告

　

一
首
に
つ
き
二
名
の
評
者
と
三
〜
四

名
の
選
者
が
意
見
を
述
べ
た
。
四
名
の

欠
席
が
あ
り
、
二
十
二
名
で
の
歌
会
と

な
っ
た
。

・ 

深
更
の
駐
輪
場
を
ぎ
こ
ち
な
く
蟬
歩

き
を
り
月
を
曳
き
つ
つ

　

て
い
ね
い
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
特
に

「
ぎ
こ
ち
な
く
」
が
い
い
。
「
月
を
曳
き

つ
つ
」
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
た
一
方
、

月
影
を
曳
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な

ど
、
い
く
つ
か
意
見
が
出
た
が
、
作
者

が
月
を
曳
く
と
詠
ん
だ
の
だ
か
ら
勝
手

に
月
影
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
の
で

は
等
の
意
見
も
出
た
。

赤
リ
ン
ゴ
両
手
に
つ
つ
む
夕
ま
ぐ
れ
わ
れ
に
も
何
か
ま
だ
出
来
さ
う
な

 

尾
崎
潤
子

青
虫
が
蝶
に
な
る
の
は
解
せ
ぬ
ら
し
さ
れ
ど
子
の
好
き
な
「
は
ら
け
ぽ
あ
お
む
し
」

〈
Ｄ
〉（
一
位
）
黒
岡
美
江
子
（
二
位
）
三
沢
左
右
（
三
位
）
森
田
卓
子

 

黒
岡
美
江
子

胎
児
い
ま
ど
ん
ぐ
り
ほ
ど
の
大
き
さ
と
言
ひ
つ
つ
孫
の
ひ
と
み
が
潤
む

 

三
沢
左
右

深
更
の
駐
輪
場
を
ぎ
こ
ち
な
く
蟬
歩
き
を
り
月
を
曳
き
つ
つ

〈
Ｅ
〉 （
一
位
）
宮
内
博
子
（
二
位
）
立
石
千
代
女 

　
　

 

（
三
位
）
柴
田
佳
美
・
中
川
暁
子
・
久
保
田
智
栄
子

 

立
石
千
代
女

H
ey Jude

友
と
歌
ひ
つ
つ
下
校
し
た
あ
の
日
も
こ
ん
な
夕
焼
け
だ
つ
た

 

柴
田
佳
美

聖
歌
隊
つ
ど
へ
る
や
う
な
純
白
の
小
花
を
つ
け
る
ス
イ
ー
ト
バ
ジ
ル

 

中
川
暁
子

田
草
ひ
く
友
の
白
シ
ャ
ツ
見
え
て
を
り
緑
勢
ふ
七
月
の
田
に

 

久
保
田
智
栄
子

「
父
の
骨
す
こ
し
食
べ
た
」
と
友
は
言
ふ
散
骨
ま
へ
の
静
か
な
海
で

大
会
詠
草
（
4
）
題
詠
（
題
：
「
窓
」
と
「
人
名
」
の
あ
る
歌
） 

 

＊
選
者=

田
宮
朋
子
・
大
松
達
知

〈
田
宮
・
大
松
共
選
〉

　

田
宮
二
位
・
大
松
五
位 

工
藤
玲
音

我
が
た
め
の
す
べ
て
の
窓
を
閉
め
て
観
る
死
神
役
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
ピ
ッ
ト

　

田
宮
七
位
・
大
松
八
位 

百
留
な
な
み

夕
ぐ
れ
て
灯
と
も
る
窓
に
ま
た
ひ
と
つ
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
天
使
あ
ら
は
る

　

大
松
九
位
・
田
宮
十
位 

丸
山
克
介

西
郷
と
大
久
保
の
見
し
噴
煙
を
窓
開
け
て
見
る
秋
の
夕
暮
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・ 

紅
色
の
つ
ぼ
み
綻
び
香
り
立
つ
朝
露

の
庭
の
一
輪
の
バ
ラ

　

映
像
の
見
え
る
美
し
い
歌
で
あ
る
と

い
う
意
見
の
一
方
で
、
作
者
に
と
っ
て

な
ぜ
こ
の
バ
ラ
な
の
か
、
そ
の
息
づ
か

い
や
感
動
の
ポ
イ
ン
ト
が
漠
然
と
し
て

い
る
こ
と
が
残
念
と
の
評
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
漢
字
「
薔
薇
」
の
方
が
い
い
と

い
う
意
見
も
。

・ 

ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
行
つ
て
も
一

人
な
り
伊
豆
七
島
の
海
の
深
さ
に

　

山
頭
火
の
俳
句
を
意
識
し
て
い
る
歌

で
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
一
方
で
、
海

に
対
す
る
作
者
な
ら
で
は
の
思
い
が
ほ

し
い
と
い
う
意
見
も
出
た
。
作
者
は
ど

こ
に
い
た
の
だ
ろ
う
、
海
を
見
て
い
た

の
か
、
あ
る
い
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
い

る
の
か
、
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

（
三
浦
陽
子
）

E
グ
ル
ー
プ
歌
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
報
告

　

自
己
紹
介
の
後
、
四
野
宮
氏
の
司
会

の
も
と
二
十
三
名
で
開
会
。

・ 

蟬
声
と
雨
音
ふ
い
に
入
れ
か
は
る
夏

盛
り
な
る
一
石
日
和

　

蟬
声
を
「
せ
み
ご
え
」
と
す
る
と
意

味
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
「
せ
ん

せ
い
」
と
読
む
こ
と
が
正
解
で
あ
る
が
、

並
列
の
「
あ
ま
お
と
」、
「
一
石
日
和
」

と
呼
応
さ
せ
る
た
め
に
は
和
語
に
置
き

換
え
ら
れ
る
と
よ
り
良
い
の
で
は
な
い

か
、
と
の
助
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
結

句
の
「
一
石
日
和
」
が
読
み
手
を
惹
き

つ
け
る
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
成
功
し
て
お

り
、
歌
を
魅
力
的
に
し
て
い
る
と
評
さ

れ
た
。

・ 「
父
の
骨
す
こ
し
食
べ
た
」
と
友
は

言
ふ
散
骨
ま
へ
の
静
か
な
海
で

　

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
の
歌
意
に
つ

い
て
、
解
釈
が
分
か
れ
た
。
作
者
と
友

と
の
関
係
、
友
と
父
と
の
関
係
、
友
の

性
別
な
ど
背
景
が
見
え
る
情
報
が
あ
る

と
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
、

友
が
女
性
で
あ
る
場
合
は
、
会
話
文
末

を
「
食
べ
た
の
」
と
す
る
こ
と
で
可
能

に
な
る
と
の
助
言
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
他
の
歌
に
つ
い
て
、
助
詞
の

置
き
換
え
に
よ
り
状
況
が
解
り
や
す
く

な
る
こ
と
や
、
「
べ
し
」
の
文
法
的
意

味
の
理
解
方
法
と
し
て 

「
す
い
か
と
め

て
」
①
す
…
推
量
②
い
…
意
志
③
か
…

可
能
④
と
…
当
然
⑤
め
…
命
令
⑥
て
…

適
当
と
覚
え
る
コ
ツ
な
ど
、
一
同
深
く

う
な
づ
く
場
面
が
あ
っ
た
。

 

（
宮
内
博
子
）

〈
田
宮
朋
子
選
〉 

中
津
川
勒
坐

一　

獄
中
の
ナ
ル
ゲ
ス
・
モ
ハ
ン
マ
デ
ィ
さ
ん
は
窓
か
ら
望
む
オ
ス
ロ
の
空
を

 

伊
沢　

玲

三　

小
窓
か
ら
光
の
粒
が
銀
幕
に
届
き
ビ
ビ
ア
ン
・
リ
ー
を
立
た
し
む

 

小
島
ゆ
か
り

四　

 

磨
き
た
る
窓
朝
露
の
ご
と
ひ
か
り
む
か
う
か
ら
覗
く
ア
ン
リ
・
フ
ァ
ー
ブ
ル

 

木
畑
紀
子

五　

宮
柊
二
選
に
入
り
た
る
遠
き
日
に
歌
と
い
ふ
明
か
り
窓
を
知
り
に
き

 

小
田
部
雅
子

六　

 

さ
さ
や
か
な
年
金
ぐ
ら
し
の
わ
が
窓
を
覗
き
ゐ
る
ら
ん
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ

 

　

岡
田
美
子

八　

 

は
め
ご
ろ
し
の
窓
の
向
こ
う
は
夜
の
雨
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
も
飛
ん
で
は
こ
な
い

 

中
川
暁
子

九　

西
向
き
の
窓
の
簾
を
上
げ
る
た
び
母
か
ら
か
ひ
き
清
少
納
言
と

　
〈
大
松
達
知
選
〉  

勝
木
尚
子

一　

秋
の
陽
が
高
橋
是
清
邸
内
の
窓
の
硝
子
の
ゆ
が
み
を
照
ら
す

 

前
田　

明

二　

西
日
射
す
下
宿
の
窓
辺
の
文
机
の
上
に
置
き
ゐ
き
魯
迅
の
写
真

 

三
木
裕
子

三　

 

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
窓
よ
り
神
が
見
え
た
と
う
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
逝
き
て
三
十
年

 

清
水
正
子

四　

窓
の
な
き
掘
立
て
式
の
宮
殿
に
孤
独
を
か
こ
ち
卑
弥
呼
は
ゐ
た
り

 

田
中
愛
子

六　

窓
枠
の
ほ
こ
り
が
二
か
所
う
す
る
る
を
も
う
一
度
見
る
金
田
一
耕
助

 

三
沢
左
右

七　

 
世
界
中
の
だ
れ
か
ら
も
遠
き
海う

な
底そ

こ
に
サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
窓
濡
れ
て
を
り

 

吉
田
史
子

十　

 

窓
を
開
け
雀
に
パ
ン
を
撒
き
ゐ
た
り
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
朝
の
日
課
に


